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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
２
４
２
Ｚ

【
作
者
名
】

　
零
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
平
成
２
６
年
、
２
０
１
４
年
、
１
２
月
２
７
日
、
イ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
事
件
。
以
降
、
こ
の
世
界
は
、
ｌ
イ
ー
タ
ー
（
人
を
食
ら
う
者
）
に
、
占

領
寸
前
、

そ
ん
な
時
に
、
イ
ー
タ
ー
を
殺
す
も
の
、
イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー
計
画
、

目
的
は
、
こ
の
世
界
か
ら
、
全
て
の
、
イ
ー
タ
ー
お
よ
び
イ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
を
消
す
事
、
主
人
公
は
、
あ
る
校
舎
に
来
て
い
た
。
そ
し
て
、
イ
ン

カ
ム
に
連
絡
が

入
る
！
！
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援
護
要
請
。
（
前
書
き
）

イ
ー
タ
ー
そ
れ
は
、
人
を
食
ら
う
者
、

そ
れ
を
消
す
も
の
、
イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
、

グ
ロ
、
ホ
ラ
ー
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
、
Ｓ
Ｆ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
！
！
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援
護
要
請
。

「
く
そ
っ
！
！
何
で
だ
？
な
ぜ
？
こ
の
学
校
に
イ
ー
タ
ー
達
が
！
！
」

俺
は
、
あ
る
校
舎
に
居
た
。
そ
の
校
舎
に
は
、
も
う
イ
ー
タ
ー
達
が
現
れ
た
。

ま
ず
。
名
前
か
ら
だ
。
俺
の
名
前
は
、
デ
ィ
ル
　
フ
ェ
イ
ス
　
イ
ザ
エ
ル
。

イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー
の
一
人
だ
。

因
み
に
、
イ
ー
タ
ー
は
、
食
ら
う
者
。
俺
た
ち
イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー
だ
け
で

な
く
。

人
間
は
、
全
員
こ
い
つ
ら
の
餌
だ
。
俺
た
ち
の
任
務
は
、
こ
の
世
界
か
ら
、
イ

ー
タ
ー
を
消
滅
さ
せ
る
の
が
目
的
、

そ
う
。
平
成
２
６
年
、
１
２
月
２
７
日
、
２
０
１
４
年
、
午
後
２
時
２
２
分
、

イ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
事
件
、

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
達
が
。
イ
ー
タ
ー
へ
改
造
す
る
人
体
実
験
を
行
っ
て
い
た

ら
し
く
．
．

２
６
年
、
冬
、
そ
い
つ
ら
は
、
世
に
ば
ら
撒
か
れ
た
。
俺
の
友
達
や
親
や
弟
、

兄
、
そ
の
他
色
々
．
．

イ
ー
タ
ー
の
せ
い
で
。
失
う
。
そ
の
夜
俺
は
、
必
死
に
逃
げ
て
い
た
。
人
を
食

ら
う
者
か
ら
、

そ
し
て
、
疲
れ
果
て
、
も
う
駄
目
か
と
思
う
と
。
目
の
前
に
ヘ
リ
が
着
陸
、

そ
し
て
、
俺
は
、
イ
ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
。

俺
は
、
全
て
の
戦
闘
に
お
け
る
訓
練
を
さ
れ
、
武
装
さ
せ
ら
れ
。
今
で
は
、
イ

ー
タ
ー
を
デ
リ
ー
ト
し
て
い
る

も
う
こ
れ
以
上
人
が
食
わ
れ
る
の
は
、
見
た
く
な
い
。
グ
ロ
イ
か
ら
。

そ
し
て
、
俺
に
与
え
ら
れ
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
．
．
そ
れ
は
、

色
々
な
世
界
を
回
り
。
生
存
者
を
集
め
。
デ
リ
ー
タ
ー
に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
。

こ
れ
が
任
務
。

気
が
進
ま
な
い
が
な
．
．
そ
し
て
、
今
俺
は
、
と
あ
る
校
舎
の
中
で
生
存
者
探

し
。

「
ち
っ
．
．
お
ら
ぁ
！
！
」
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俺
の
今
の
装
備
は
、
イ
ー
タ
ソ
ー
ド
。
イ
ー
タ
ー
を
殺
す
た
め
に
開
発
さ
れ
た
。

剣
、

こ
れ
を
使
い
。
イ
ー
タ
ー
を
な
ぎ
払
う
。

「
あ
ぶ
ね
っ
！
！
」

ぎ
り
ぎ
り
か
わ
し
壁
に
キ
ッ
ク
し
。

敵
の
顔
面
を
切
り
裂
く
。

「
切
れ
ろ
！
」

ザ
シ
ュ
っ
．
．

「
く
そ
ま
だ
来
る
か
。
」

そ
ん
な
時
、
イ
ン
カ
ム
ご
し
に
連
絡
が
入
る

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
お
前
．
．
誰
だ
？
」

「
私
は
、
フ
ィ
ル
ス
　
フ
ィ
レ
イ
ナ
　
エ
イ
ー
ル
で
す
。
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
は
、

７
７
７
．
．
」

コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
そ
れ
は
、
強
さ
を
表
す
も
の
で
。
真
ん
中
に
７
や
８
、
９
と

言
っ
た
数
字
が
入
っ
て
い
れ
ば
。

強
い
。
５
、
４
、
２
と
言
っ
た
数
字
は
、
普
通
と
言
う
こ
と
。

イ
ー
タ
ー
同
士
が
挨
拶
お
よ
び
、
「
私
は
、
あ
な
た
と
手
を
組
み
ま
す
。
」
と

言
う
合
図
に
も
な
る
。

「
ト
リ
プ
ル
セ
ブ
ン
．
．
Ｓ
ク
ラ
ス
。
俺
は
、
イ
ザ
エ
ル
、
デ
ィ
ル
　
フ
ェ
イ

ス
　
イ
ザ
エ
ル
。
ト
リ
プ
ル
セ
ブ
ン
が
、

俺
な
ん
か
と
、
協
力
す
る
の
か
？
」

「
今
は
、
人
手
が
た
り
ま
せ
ん
．
．
至
急
。
ル
ー
ト
Ａ
Ｓ
、
１
階
。
体
育
館
ま

で
、
援
護
を
要
請
し
ま
す
。
」

「
了
解
．
．
ル
ー
ト
Ａ
Ｓ
、
１
階
、
ポ
イ
ン
ト
Ｆ
の
体
育
館
ま
で
、
コ
ー
ル
だ

な
？
」

「
は
い
。
で
は
、
」

「
さ
て
と
、
こ
い
つ
ら
片
付
け
て
、
さ
っ
さ
と
行
く
か
！
！
エ
メ
ラ
ル
ダ
イ
ト
．

．
頼
む
ぞ
。
」

俺
の
使
っ
て
い
る
。
剣
は
、
エ
メ
ラ
ル
ダ
イ
ト
。
そ
こ
そ
こ
の
耐
久
性
と
攻
撃
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ク
ラ
ス
。
Ｆ
程
度
の
武
器
だ
が
、

使
い
方
に
よ
っ
て
、
変
わ
っ
て
く
る
。

「
お
い
お
い
囲
む
っ
て
．
．
や
る
気
ま
ん
ま
ん
だ
な
？
け
ど
な
！
！
」

俺
は
、
消
え
る
。
正
確
に
は
、
上
に
張
り
付
く
。
そ
し
て
、

「
さ
て
、
ス
モ
ー
ク
！
！
」

ス
モ
ー
ク
の
白
い
煙
が
奴
ら
を
ま
く
。

「
ス
モ
ー
ク
の
限
界
時
間
は
、
わ
ず
か
。
１
５
分
、
い
け
る
か
？
フ
ッ
！
！
」

俺
は
、
下
に
降
り
。
全
速
力
で
走
り
な
が
ら
、
イ
ー
タ
ー
を
切
る
。

「
一
本
じ
ゃ
間
に
合
わ
な
い
な
！
！
エ
メ
ラ
ル
コ
ピ
ー
。
」

こ
れ
を
使
う
と
、
エ
メ
ラ
ル
ダ
イ
ト
の
剣
が
。
二
本
に
な
る
。

そ
し
て
、
精
神
を
集
中
し
、
頭
の
中
を
し
ろ
に
、
無
心
に
な
る
。
す
る
と
、
イ

ー
タ
ー
デ
リ
ー
タ
ー
に
は
、
ア
ッ
プ
ド
ア
タ
ッ
ク
と
言
う
技
が
あ
る
。
全
て
の

力
を
剣
に
集
中
し
、
力
を
剣
に
ね
じ
込
む
。

す
る
と
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
輝
き
を
し
。
ス
ピ
ー
ド
、
力
、
冷
静
、
デ
リ
ー
タ
ー

の
持
ち
え
る
全
て
の
ス
コ
ア
を
急
激
に
上
昇

そ
の
ス
コ
ア
の
数
だ
け
、
ス
キ
ル
に
変
換
し
力
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
強
化
し

な
が
ら
殺
れ
る
。
因
み
に
デ
リ
ー
タ
は
、
皆

ダ
イ
ト
物
、
鉱
石
物
、
宝
石
物
、
の
つ
い
た
。
武
器
を
持
つ
。
ト
リ
プ
ル
セ
ブ

ン
に
な
る
と
。
全
て
の
原
石
、
鉱
石
、

宝
石
、
真
珠
、
ダ
イ
ト
の
力
を
、
自
分
の
持
っ
て
る
力
に
。
ア
ッ
プ
ド
コ
ピ
ー

可
能
だ
。
単
純
に
、
自
分
の
力
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
だ
。
「
あ
と
．
．

３
」

「
ふ
ぅ
っ
と
、
ア
ッ
プ
ド
ダ
ウ
ン
。
１
５
分
ぴ
っ
た
り
か
。
じ
ゃ
あ
行
く
か
」

「
ま
だ
こ
な
い
の
で
す
ね
．
．
」



6

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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ネ
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て
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